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は
じ
め
に
　
中
国
・
北
宋
末
、
十
世
紀
に
編
纂
さ
れ
た
説
話
集
の
『
太
平
広
記
』
に
は
九
二
の
分
類
項
目
が
設
け
ら
れ
、「
龍
・
蛟
」「
虎
」「
畜
獣
」「
狐
」「
蛇
」「
禽
鳥
」「
水
族
」「
昆
虫
」
に
は
、
動
物
が
人
間
に
変
身
し
た
り
、
人
間
が
動
物
に
変
身
し
た
り
す
る
説
話
─
─
動
物
変
身
譚
（
以
下
、
変
身
譚
と
す
る
）
が
複
数
収
録
さ
れ
て
い
る
１
。
　
こ
れ
ら
動
物
に
ま
つ
わ
る
主
題
の
う
ち
、「
水
族
」（『
太
平
広
記
』
巻
四
六
四
か
ら
巻
四
七
二
が
相
当
す
る
）
に
は
水
生
動
物
に
ま
つ
わ
る
説
話
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、「
水
族
」
の
大
分
類
の
も
と
に
、「
水
怪
」「
水
族
為
人
」「
人
化
水
族
」「
亀
」の
小
分
類
が
さ
ら
に
設
け
ら
れ
て
い
る（
次
表
参
照
）。
『
太
平
広
記
』
巻
数
「
水
族
」
分
類
順
小
分
類
四
六
四
一
（
な
し
）
四
六
五
二
（
な
し
）
四
六
六
三
（
な
し
）
四
六
七
四
水
怪
四
六
八
五
水
族
為
人
四
六
九
六
水
族
為
人
四
七
〇
七
水
族
為
人
四
七
一
八
水
族
為
人
人
化
水
族
四
七
二
九
亀
　
「
水
族
為
人
」
は
『
太
平
広
記
』
巻
四
六
八
か
ら
巻
四
七
一
の
前
半
部
分
に
相
当
し
、こ
こ
に
水
族
が
人
間
に
変
身
す
る
説
話
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
「
人
化
水
族
」
は
『
太
平
広
記
』
巻
四
七
一
後
半
部
分
に
相
当
し
、
人
間
が
水
族
に
変
身
す
る
説
話
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
小
分
類
が
設
け
ら
れ
て
い
な
い
巻
四
六
四
か
ら
巻
四
六
六
（
以
下
、
便
宜
的
に
「
水
族
（
小
分
類
な
し
）」
と
す
る
。）
に
も
変
身
譚
は
存
在
し
、
巻
四
六
七
の
「
水
怪
」
に
も
変
身
譚
は
存
在
す
る
。
さ
ら
に
、「
水
族
為
人
」
や
「
人
化
水
族
」
の
よ
う
に
、
変
身
譚
を
ほ
か
の
説
話
と
区
別
す
る
の
は
「
水
族
」
だ
け
で
あ
り
、
数
多
く
の
動
物
変
身
譚
が
収
録
さ
れ
て
い
る
「
虎
」
や
「
狐
」
に
も
な
い
。
　
こ
の
よ
う
に
、『
太
平
広
記
』
の
分
類
は
一
貫
し
た
規
則
が
あ
る
よ
う
に
は
見
え
な
い
の
だ
が
、『
太
平
広
記
』
の
分
類
に
つ
い
て
、
張
国
風
『「
太
平
広
記
」
版
本
考
述
』（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
四
年
）
は
一
〇
三
頁
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
（
文
章
記
号
を
一
部
改
め
、
字
体
も
日
本
現
行
字
体
に
改
め
た
）。
人
們
可
以
指
責
『
太
平
広
記
』
的
分
類
不
那
麼
符
合
邏
輯
，
人
們
可
以
責
備
『
太
平
広
記
』
的
選
材
不
那
麼
恰
当
；
但
是
，
人
們
不
能
不
承
認
『
太
平
広
記
』
入
選
的
篇
目
無
不
具
有
某
種
故
事
性
、
趣
味
性
。
人
々
は
『
太
平
広
記
』
の
分
類
が
あ
ま
り
論
理
に
合
致
し
て
い
な
い
の
を
責
め
、『
太
平
広
記
』の
題
材
選
び
が
あ
ま
り
適
切
で
な
い
と
非
難
す
る
が
、
『
太
平
広
記
』
で
選
ば
れ
た
編
目
に
つ
い
て
、
あ
る
種
の
物
語
性
や
お
も
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し
ろ
み
が
備
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
認
め
ざ
る
を
得
な
い
。
　
こ
の
指
摘
を
参
考
に
す
る
な
ら
ば
、『
太
平
広
記
』
の
分
類
は
、
必
ず
し
も
整
合
性
の
と
れ
た
ル
ー
ル
に
従
っ
て
構
築
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
収
録
さ
れ
て
い
る
各
説
話
を
物
語
性
や
お
も
し
ろ
み
─
─
物
語
と
し
て
ど
の
よ
う
に
享
受
す
る
か
─
─
の
視
点
か
ら
考
案
さ
れ
た
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、『
太
平
広
記
』
編
纂
当
時
、「
水
族
為
人
」「
人
化
水
族
」
の
小
分
類
に
収
録
さ
れ
て
い
る
変
身
譚
に
つ
い
て
は
、
そ
の
ほ
か
の
編
目
─
─
「
水
族（
小
分
類
な
し
）」や「
水
怪
」な
ど
の
分
類
項
目
─
─
の
変
身
譚
と
は
異
な
り
、
説
話
が
も
つ
物
語
性
・
お
も
し
ろ
み
（
伝
奇
性
）
に
重
点
が
置
か
れ
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
分
類
項
目
が
立
て
ら
れ
た
の
で
あ
り
、
必
ず
し
も
百
科
事
典
の
よ
う
に
、
科
学
的
な
整
合
性
を
も
っ
て
分
類
さ
れ
た
の
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
項
目
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
性
質
が
異
な
る
説
話
と
し
て
教
授
す
べ
き
だ
と
い
っ
た
意
識
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
も
考
え
ら
れ
る
。
　
そ
こ
で
、本
稿
で
は
、「
水
族
」
に
収
録
さ
れ
て
い
る
変
身
譚
に
つ
い
て
、「
水
族
」
の
小
分
類
項
目
ご
と
に
考
察
を
行
い
、『
太
平
広
記
』
に
お
い
て
変
身
譚
が
ど
の
よ
う
に
享
受
さ
れ
た
の
か
を
う
か
が
う
こ
と
と
し
た
い
。
　
な
お
、
本
稿
で
は
原
文
を
訳
出
す
る
際
に
、
基
本
的
に
日
本
語
訳
を
し
た
が
、
一
、二
文
ほ
ど
の
短
い
文
章
に
つ
い
て
は
訓
読
を
施
し
た
。
　
　
一
、「
水
族
為
人
」「
人
化
水
族
」
所
収
変
身
譚
の
様
相
　
水
生
動
物
が
人
間
に
変
身
す
る
説
話
の
ほ
と
ん
ど
が
「
水
族
為
人
」
に
収
録
さ
れ
る
。
す
べ
て
を
あ
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、
こ
こ
で
は
代
表
的
な
二
例
を
挙
げ
る
に
と
ど
め
る
。
最
初
に
挙
げ
る
の
は
巻
四
六
八
「
張
福
」（
出
『
捜
神
記
』）
で
あ
る
２
。
鄱
陽
人
張
福
，
舡
行
還
，
野
水
辺
忽
見
一
女
子
，
甚
有
容
色
，
自
乘
小
舟
。
福
曰
「
汝
何
姓
。
作
此
軽
行
，無
笠
雨
駛
，可
入
見
就
避
雨
。」
因
共
相
調
，
遂
入
就
福
寝
。
以
所
乗
小
舟
，
繋
福
舡
辺
。
三
更
許
，
雨
晴
明
月
，
福
視
婦
人
，
乃
一
大
鼉
，
欲
執
之
，
遽
走
入
水
。
向
小
舟
，
乃
是
一
槎
段
，
長
丈
余
。
鄱
陽
（
現	
江
西
省
鄱
陽
県
）
の
人
で
あ
る
張
福
は
、
船
で
帰
る
途
中
、
川
辺
で
一
人
の
女
子
に
出
く
わ
し
た
。
た
い
へ
ん
容
色
に
す
ぐ
れ
て
い
て
、
船
に
乗
っ
て
い
た
。
福
が
言
っ
た
、「
姓
は
な
ん
と
い
う
の
で
す
か
。
そ
ん
な
に
軽
装
で
、
笠
も
も
た
ず
に
雨
の
な
か
を
行
き
来
す
る
な
ん
て
。
な
か
に
入
っ
て
雨
を
お
避
け
な
さ
い
。」
そ
う
し
て
、
一
緒
に
ふ
ざ
け
て
、
中
に
入
っ
て
福
と
寝
た
。
乗
っ
て
い
た
小
舟
は
福
の
船
の
と
な
り
に
つ
な
い
で
い
た
。
三
更
の
こ
ろ
、
雨
が
止
み
、
月
が
出
た
。
福
が
女
を
見
る
と
、
大
き
な
鼉わに
だ
っ
た
の
で
、
捕
ま
え
よ
う
と
す
る
と
、
す
ぐ
に
逃
げ
て
水
の
な
か
に
入
っ
た
。
女
が
乗
っ
て
い
た
小
舟
の
ほ
う
を
見
て
み
る
と
、
な
ん
と
不
揃
い
の
木
で
で
き
た
筏
で
あ
り
、
一
丈
あ
ま
り
の
長
さ
し
か
な
か
っ
た
。
　
最
初
は
女
子
の
姿
を
し
て
現
れ
た
も
の
の
、
最
後
に
正
体
が
巨
大
な
鼉わに
で
あ
っ
た
こ
と
が
露
呈
す
る
３
。
人
間
に
変
身
し
た
動
物
が
人
間
と
過
ご
し
た
あ
と
に
、
本
当
の
姿
を
さ
ら
し
て
し
ま
う
と
い
う
展
開
は
、
異
類
婚
姻
譚
の
典
型
的
な
パ
タ
ー
ン
で
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
水
族
に
ま
つ
わ
る
異
類
婚
姻
譚
は
、
す
べ
て
「
水
族
為
人
」
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
異
類
婚
姻
譚
は
変
身
譚
の
派
生
し
た
も
の
だ
と
認
識
さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
次
に
異
類
婚
姻
譚
と
は
関
係
の
な
い
変
身
譚
を
挙
げ
る
。
ま
ず
は
、
巻
四
七
〇
「
謝
二
」（
出
『
広
異
記
』）
で
あ
る
。
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唐
開
元
時
，
東
京
士
人
以
遷
歴
不
給
，
南
遊
江
淮
，
求
丐
知
己
，
困
而
無
獲
，
徘
徊
揚
州
久
之
。
同
亭
有
謝
二
者
，
矜
其
失
意
，
恒
欲
恤
之
，
謂
士
人
曰
「
無
爾
悲
為
，
若
欲
北
帰
，
当
有
三
百
千
相
奉
。」
及
別
，
以
書
付
之
曰
「
我
宅
在
魏
王
池
東
。
至
池
，
叩
大
柳
樹
。
家
人
若
出
，
宜
付
其
書
，
便
取
銭
也
。」
士
人
如
言
。
逕
叩
大
樹
。
久
之
，小
婢
出
，問
其
故
，云
「
謝
二
令
送
書
。」
忽
見
朱
門
白
壁
，婢
往
却
出
，引
入
。
見
姥
充
壮
，当
堂
坐
，
謂
士
人
曰
「
児
子
書
労
君
送
，
令
付
銭
三
百
千
，
今
不
違
其
意
。」
及
人
出
，
已
見
三
百
千
在
岸
。
悉
是
官
家
排
斗
銭
，
而
色
小
壊
。
士
人
疑
其
精
怪
，
不
知
何
処
得
之
，
疑
用
恐
非
物
理
，
因
以
告
官
，
具
言
始
末
。
河
南
尹
奏
其
事
，
皆
云
「
魏
王
池
中
有
一
黿
窟
，
恐
是
耳
。」
有
勅
，
使
撃
射
之
，
得
崑
崙
数
十
人
，
悉
持
刀
鎗
，
沉
入
其
窟
，
得
黿
大
小
数
十
頭
，
末
得
一
黿
。
大
如
連
牀
。
官
皆
殺
之
，
得
銭
帛
数
千
事
。
其
後
五
年
，
士
人
選
得
江
南
一
尉
，
之
任
，
至
揚
州
市
中
東
店
前
，
忽
見
謝
二
，
怒
曰
「
於
君
不
薄
，
何
乃
相
負
，
以
至
於
斯
。
老
母
家
人
，
皆
遭
非
命
，
君
之
故
也
。」
言
訖
辞
去
。
士
人
大
懼
，
十
余
日
不
之
官
，
徒
侶
所
促
，
乃
発
。
行
百
余
里
，
遇
風
，
一
家
尽
没
。
時
人
云
「
以
為
謝
二
所
損
也
。」
唐
の
開
元
（
七
一
三
～
七
四
一
年
）
の
時
、
東
京
（
現	
洛
陽
）
の
士
人
が
、
官
途
に
恵
ま
れ
ず
生
活
も
立
ち
ゆ
か
な
く
な
り
、
江
淮
（
長
江
と
淮
河
一
帯
）
を
さ
ま
よ
い
、
知
り
合
い
に
援
助
を
求
め
た
も
の
の
、
得
ら
れ
ず
、
長
く
揚
州
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。
士
人
が
泊
ま
っ
て
い
た
宿
に
謝
二
と
い
う
者
が
い
て
、
士
人
が
失
意
の
底
に
い
る
こ
と
に
同
情
し
、
い
つ
も
世
話
を
し
て
く
れ
た
。
謝
二
が
士
人
に
言
っ
た
、「
そ
ん
な
に
悲
し
む
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
も
し
北
に
帰
り
た
い
の
で
し
た
ら
、
銭
三
百
千
を
差
し
上
げ
ま
し
ょ
う
。」
別
れ
に
際
し
て
、
銭
と
と
も
に
手
紙
も
渡
さ
れ
、
手
紙
に
は
次
の
よ
う
に
あ
っ
た
。「
私
の
家
は
魏
王
池
（
洛
陽
に
あ
っ
た
唐
代
の
名
勝
地
）
の
東
に
あ
り
ま
す
。
池
に
着
い
た
ら
、
大
き
な
柳
の
木
を
叩
い
て
く
だ
さ
い
。
家
の
者
が
出
て
き
た
ら
、
こ
の
手
紙
を
渡
し
て
、
金
を
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。」
士
人
は
謝
二
の
言
い
つ
け
通
り
に
、
手
紙
を
携
え
て
、
言
わ
れ
た
通
り
の
場
所
に
行
き
、
大
き
な
柳
の
木
を
叩
い
た
。
し
ば
ら
く
し
て
、
幼
い
女
召
使
い
が
出
て
き
て
、
来
訪
の
理
由
を
尋
ね
た
。
士
人
が
、
謝
二
か
ら
手
紙
を
届
け
る
よ
う
に
い
わ
れ
た
と
述
べ
る
と
、
突
然
、
目
の
前
に
赤
い
扉
と
白
い
壁
が
見
え
て
、
女
召
使
が
中
に
入
り
、
出
て
き
た
か
と
思
っ
た
ら
、
士
人
を
連
れ
て
中
に
入
っ
た
。
そ
こ
に
は
、
元
気
あ
ふ
れ
た
老
婦
人
が
い
て
、
堂
内
に
端
座
し
て
い
て
、
士
人
に
話
し
か
け
た
、「
息
子
か
ら
の
手
紙
が
あ
な
た
の
お
か
げ
で
届
き
ま
し
た
。
銭
三
百
千
を
お
渡
し
す
る
よ
う
に
と
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の
通
り
に
い
た
し
ま
し
ょ
う
。」
士
人
は
外
に
出
て
、
三
百
千
を
池
の
ほ
と
り
に
置
い
た
。
す
べ
て
官
が
発
行
す
る
排
斗
銭
（
未
詳
）
だ
っ
た
が
、
色
が
暗
か
っ
た
。
士
人
は
彼
ら
が
化
け
物
で
は
な
い
か
と
疑
っ
た
。
ま
た
、
ど
こ
で
こ
の
銭
を
得
た
の
か
と
思
い
、
銭
を
使
う
こ
と
に
よ
っ
て
物
事
の
理
に
反
し
て
し
ま
う
こ
と
を
恐
れ
て
、
事
の
次
第
を
お
上
に
告
げ
た
。
河
南
の
尹
が
こ
の
こ
と
を
奏
上
し
、
そ
の
場
に
い
た
者
全
員
が
「
魏
王
池
に
黿
す
っ
ぽ
ん
の
す
み
か
が
あ
り
、
お
そ
ら
く
、
そ
い
つ
ら
だ
。」
と
言
っ
た
。
勅
が
下
り
、
人
を
や
っ
て
黿
す
っ
ぽ
ん
を
殺
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
崑
崙
（
潜
水
に
す
ぐ
れ
た
胡
人
）
数
十
人
全
員
が
刀
や
鎗
を
も
っ
て
、
洞
窟
に
入
る
と
、
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
黿
す
っ
ぽ
ん
数
十
頭
を
捕
ま
え
、
最
後
に
一
頭
の
黿
す
っ
ぽ
ん
を
捕
ま
え
た
。
そ
の
黿
す
っ
ぽ
ん
は
寝
台
二
台
分
ほ
ど
の
大
き
さ
だ
っ
た
。
役
人
た
ち
は
す
べ
て
殺
し
て
、
銭
や
布
な
ど
を
得
て
大
い
に
儲
け
た
。
そ
れ
か
ら
五
年
後
、
士
人
は
江
南
の
あ
る
県
の
県
尉
と
な
り
、
任
に
赴
く
途
中
で
、
揚
州
の
市
場
の
東
の
ほ
う
に
あ
る
店
の
前
で
、謝
二
を
見
つ
け
た
が
、謝
二
は
怒
っ
て
言
っ
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た
、「
私
は
あ
な
た
に
ど
れ
ほ
ど
の
施
し
を
し
て
あ
げ
た
こ
と
か
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
私
を
裏
切
る
よ
う
な
こ
と
を
し
て
、
よ
く
こ
こ
に
い
ら
れ
ま
す
ね
。
母
や
家
の
者
が
非
業
の
死
を
遂
げ
た
の
は
あ
な
た
の
せ
い
で
す
。」
言
い
終
わ
る
と
別
れ
を
告
げ
て
去
っ
た
。
士
人
は
大
い
に
恐
れ
て
、
十
日
経
っ
て
も
赴
任
先
に
行
こ
う
と
し
な
か
っ
た
の
で
、
お
付
き
の
者
が
促
し
て
、
よ
う
や
く
向
か
う
こ
と
に
な
っ
た
。
百
里
あ
ま
り
行
く
と
、
嵐
に
遭
遇
し
、
一
家
全
員
が
亡
く
な
っ
た
。
当
時
、
人
々
は
「
謝
二
に
よ
っ
て
、
そ
の
身
を
滅
ぼ
さ
れ
た
の
だ
」
と
言
っ
た
。
　
は
じ
め
、
謝
二
と
い
う
男
が
人
間
と
し
て
現
れ
、「
東
京
士
人
」
は
謝
二
の
正
体
が
黿
す
っ
ぽ
ん
で
あ
る
こ
と
に
気
が
つ
か
ず
に
い
た
も
の
の
、
謝
二
の
実
家
で
あ
る
魏
王
池
が
勅
命
に
よ
っ
て
撃
た
れ
た
と
き
に
、
そ
れ
が
黿
す
っ
ぽ
ん
の
洞
窟
だ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
４
。
当
初
は
人
間
で
あ
る
こ
と
が
明
か
さ
れ
ず
、
物
語
終
盤
に
正
体
が
明
ら
か
に
な
る
と
い
う
の
は
、『
太
平
広
記
』
所
収
の
動
物
変
身
譚
全
般
に
多
く
見
ら
れ
る
形
式
で
あ
る
。
　
人
間
が
水
生
動
物
に
変
身
す
る
説
話
に
つ
い
て
は
、「
人
化
水
族
」
に
収
録
さ
れ
る
。
ま
ず
は
巻
四
七
一
「
黄
氏
母
」（
出
『
神
鬼
伝
』）
を
挙
げ
る
。
後
漢
霊
帝
時
，
江
夏
黄
氏
之
母
浴
而
化
為
黿
，
入
于
深
淵
。
其
後
時
時
出
見
。
初
浴
簪
一
銀
釵
，
及
見
，
猶
在
其
首
。
後
漢
の
霊
帝
の
時
、
江
夏
の
黄
氏
の
母
は
入
浴
し
て
い
て
黿
す
っ
ぽ
ん
に
な
っ
て
、
深
い
池
に
入
っ
た
。
そ
の
後
も
時
々
姿
を
あ
ら
わ
し
た
。
そ
の
む
か
し
、
入
浴
し
た
時
に
銀
の
か
ん
ざ
し
を
挿
し
て
い
た
の
だ
が
、
今
で
も
黿
す
っ
ぽ
ん
の
頭
に
の
っ
て
い
る
。
　
こ
の
ほ
か
、「
水
族
為
人
」所
収
の
巻
四
七
一「
宋
士
宗
母
」（
出『
続
捜
神
記
』）
お
よ
び
巻
同
「
宣
騫
母
」（
出
『
広
古
今
五
行
記
』）
の
二
話
も
入
浴
中
の
女
性
が
水
族
に
変
身
す
る
説
話
で
あ
る
。
こ
れ
ら
三
話
は
『
太
平
広
記
』
ほ
か
、
正
史
の
五
行
志
に
も
記
載
が
あ
り
、
人
間
が
水
族
に
変
身
す
る
こ
と
に
つ
い
て
虚
構
を
交
え
て
書
い
た
と
い
う
よ
り
は
、
歴
史
的
記
録
に
重
き
を
置
い
た
記
述
だ
と
い
え
る
５
。
　
さ
ら
に
、「
人
化
水
族
」
に
は
、
長
寿
の
男
性
が
水
族
に
変
身
す
る
説
話
も
あ
る
。
巻
四
七
一
「
江
州
人
」（
出
『
広
古
今
五
行
記
』）
で
あ
る
。
晋
末
，
江
州
人
年
百
余
歳
，
頂
上
生
角
，
後
因
入
舍
前
江
中
，
変
為
鯉
魚
，
角
尚
存
首
。
自
後
時
時
暫
還
，
容
状
如
平
生
，
与
子
孫
飲
，
数
日
輒
去
。
晋
末
已
来
。
絶
不
復
見
。
晋
末
、
江
州
の
あ
る
人
が
百
歳
を
過
ぎ
て
、
頭
に
角
が
生
え
た
。
そ
の
あ
と
、
家
の
前
の
川
に
入
る
と
、
鯉
に
変
身
し
た
が
、
角
は
ま
だ
頭
の
上
に
あ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
も
た
ま
に
家
に
帰
る
と
、
姿
か
た
ち
は
以
前
の
よ
う
で
あ
り
、
子
や
孫
と
酒
を
飲
ん
で
、
数
日
後
に
は
去
っ
た
。
晋
末
に
来
て
、
そ
れ
か
ら
は
見
な
く
な
っ
た
。
　
ま
た
、
巻
四
七
一
「
独
角
」
も
、「
江
州
人
」
同
様
、
長
寿
の
男
性
か
ら
角
が
生
え
、の
ち
に
鯉
に
な
っ
た
と
あ
る
こ
と
か
ら
、類
似
す
る
説
話
と
し
て
「
人
化
水
族
」
に
分
類
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
６
。
　
こ
の
よ
う
に
、「
人
化
水
族
」
に
分
類
さ
れ
て
い
る
変
身
譚
を
見
て
い
く
と
、
人
間
の
姿
を
し
て
い
た
水
族
が
水
族
に
も
ど
っ
た
だ
け
な
の
か
、
あ
る
い
は
人
間
が
水
族
に
変
身
し
た
の
か
が
明
確
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
な
が
ら
、「
水
族
為
人
」
お
よ
び
「
人
化
水
族
」
所
収
の
変
身
譚
の
差
異
に
つ
い
て
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詳
細
に
述
べ
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
た
め
、
今
後
の
課
題
と
し
指
摘
す
る
に
と
ど
め
た
い
。
以
下
、「
水
族
為
人
」、「
人
化
水
族
」
以
外
に
収
録
さ
れ
た
動
物
変
身
譚
の
様
相
に
つ
い
て
述
べ
る
。
　
　
二
、「
水
族
為
人
」、「
人
化
水
族
」
以
外
の
動
物
変
身
譚
に
つ
い
て
　
　
　
　
二
の
一
、「
水
族
（
小
分
類
な
し
）」
　
『
太
平
広
記
』「
水
族
」
の
巻
四
六
四
か
ら
巻
四
六
六
の
「
水
族
（
小
分
類
な
し
）」
に
も
い
く
つ
か
の
動
物
変
身
譚
が
収
録
さ
れ
て
い
る
７
。
は
じ
め
に
挙
げ
る
の
が
巻
四
六
四
「
横
公
魚
」（
出
『
神
異
録
』）
で
、
そ
の
次
に
挙
げ
る
の
が
巻
四
六
五
「
嬾
婦
魚
」（
出
『
述
異
記
』）
で
あ
る
。
北
方
荒
中
有
石
湖
，
方
千
里
。
岸
深
五
丈
餘
。
恒
氷
。
唯
夏
至
左
右
五
六
十
日
解
耳
。
有
横
公
魚
，
長
七
八
尺
，
形
如
鯉
而
赤
，
晝
在
水
中
，
夜
化
為
人
。
刺
之
不
入
，
煮
之
不
死
，
以
烏
梅
二
枚
煮
之
則
死
，
食
之
可
止
邪
病
。
北
方
荒
に
石
湖
が
あ
っ
た
８
。
千
里
ほ
ど
で
、
崖
は
五
丈
あ
ま
り
で
、
い
つ
も
氷
が
張
っ
て
い
る
。
た
だ
夏
至
の
前
後
五
、六
十
日
だ
け
氷
が
と
け
た
。こ
こ
に
横
公
魚
が
い
て
、七
、八
尺
ほ
ど
で
、形
は
鯉
の
よ
う
で
赤
か
っ
た
。
昼
は
水
中
に
い
る
が
、夜
は
人
に
な
っ
た
。
刺
し
て
も
刀
が
入
ら
ず
、
煮
て
も
死
な
な
い
が
、
烏
梅
を
二
つ
入
れ
て
煮
る
と
煮
え
て
死
ぬ
。
こ
れ
を
食
べ
る
と
病
が
よ
く
な
る
。
淮
南
有
嬾
婦
魚
。
俗
云
，
昔
楊
氏
家
婦
，
為
姑
所
怒
，
溺
水
死
為
魚
。
其
脂
膏
可
燃
燈
燭
，
以
之
照
鼓
琴
瑟
博
奕
，
則
爛
然
有
光
。
若
照
紡
績
，
則
不
復
明
。
淮
南
に
嬾
婦
魚
が
い
る
。
民
間
で
は
、
か
つ
て
楊
家
の
嫁
が
、
姑
に
い
び
ら
れ
、
入
水
し
た
と
き
に
魚
に
な
っ
た
の
だ
と
い
う
。
嬾
婦
魚
の
脂
肪
は
行
燈
を
燃
や
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
明
か
り
で
鼓
や
琴
瑟
、
博
奕
を
照
ら
す
と
、あ
ざ
や
か
に
光
輝
く
。
も
し
糸
つ
む
ぎ
の
と
こ
ろ
を
照
ら
す
と
、
二
度
と
明
る
く
な
ら
な
い
。
　
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
変
身
の
事
象
を
含
む
も
の
の
、
変
身
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
と
い
う
よ
り
は
、
そ
の
水
族
の
生
息
地
、
調
理
方
法
、
お
よ
び
名
称
の
由
来
な
ど
に
つ
い
て
説
く
博
物
学
的
記
載
だ
と
い
え
よ
う
。
　
博
物
学
に
つ
い
て
は
『
世
界
大
百
科
事
典
（
第
二
版
・
電
子
版
）』（
日
立
デ
ジ
タ
ル
平
凡
社
、
一
九
九
八
年
）
の
浦
本
昌
紀
執
筆
「
博
物
学
・〔
日
本
の
博
物
学
〕」
の
項
に
次
の
よ
う
に
あ
る
（
一
部
文
章
記
号
を
改
め
た
）。
も
と
も
と
日
本
語
の
博
物
学
は
、
西
欧
語
の
訳
語
と
し
て
で
は
な
く
、
中
国
の
『
博
物
志
』
に
想
を
得
た
「
博
物
」、
す
な
わ
ち
広
く
物
を
知
る
と
い
う
こ
と
ば
に
由
来
し
、
明
治
期
にnatural	history
の
訳
語
と
し
て
あ
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
　
ま
た
、佐
々
木
聡
「
異
と
常
─
─
漢
魏
六
朝
に
お
け
る
祥
瑞
災
異
と
博
物
学
」
（
東
ア
ジ
ア
恠
異
学
会
『
博
物
学
の
地
平
』、
二
〇
一
八
年
）
五
四
～
五
五
頁
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
（
一
部
文
章
記
号
を
改
め
た
）。
博
物
書
を
起
点
と
し
て
、「
異
」
と
「
常
」
と
の
対
比
を
見
て
い
く
と
、「
異
」
と
「
常
」
と
が
、
中
華
思
想
を
背
景
と
す
る
下
界
と
内
地
（
中
国
）
の
観
点
か
ら
語
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
。
常
な
る
中
国
に
は
な
い
、
下
界
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の
稀
有
な
産
物
こ
そ
が
「
異
」
で
あ
り
、
そ
の
実
在
を
疑
う
者
に
対
し
、
そ
の
実
在
性
の
証
左
と
し
て
諸
書
に
見
え
る
様
々
な「
異
」が
挙
げ
ら
れ
る
。
　
つ
ま
り
、
博
物
書
の
役
割
は
「
異
」
な
る
も
の
の
存
在
を
知
ら
し
め
、
そ
れ
ら
が
「
中
国
」
内
外
に
実
在
す
る
こ
と
を
確
証
づ
け
る
こ
と
に
あ
る
と
い
え
る
。
ま
た
、
そ
う
し
た
博
物
学
的
記
載
は
、
物
語
性
─
─
物
語
と
し
て
見
聞
き
し
て
楽
し
い
か
─
─
と
い
う
こ
と
よ
り
も
、
資
料
性
─
─
「
異
」
な
る
モ
ノ
や
事
が
ら
が
た
し
か
に
存
在
し
た
こ
と
を
示
す
証
拠
資
料
と
し
て
の
性
質
─
─
の
ほ
う
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
　
と
こ
ろ
が
、「
水
族
（
小
分
類
な
し
）」
に
は
鯀
と
禹
の
治
水
に
ま
つ
わ
る
巻
四
六
六
「
夏
鯀
」（
出
『
王
子
年
拾
遺
記
』）
も
収
録
さ
れ
て
お
り
、
こ
ち
ら
は
上
に
挙
げ
た
巻
四
六
四
「
横
公
魚
」
や
巻
四
六
五
「
嬾
婦
魚
」
よ
り
も
文
字
数
が
長
く
、
物
語
性
に
富
ん
で
い
る
。
堯
命
夏
鯀
治
水
，
九
載
無
績
。
鯀
自
沈
於
羽
淵
，
化
為
玄
魚
。
時
植
鬐
振
鱗
，
横
遊
波
上
。
見
者
謂
為
河
精
，
羽
淵
与
河
海
通
源
也
。
上
古
之
人
於
羽
山
之
下
脩
立
鯀
廟
，四
時
以
致
祭
祀
。
常
見
此
黒
魚
与
蛟
龍
瀺
灂
而
出
，
観
者
驚
而
畏
之
。
至
舜
命
禹
，
疏
川
奠
岳
，
行
遍
日
月
之
下
，
唯
不
践
羽
山
之
地
。
済
巨
海
則
黿
亀
為
梁
，
踰
峻
山
則
神
龍
為
負
，
皆
聖
徳
之
感
也
。
鯀
之
化
，
其
事
互
説
，
神
変
猶
一
，
而
色
状
不
同
。
玄
魚
黄
熊
，
四
音
相
乱
，
伝
写
流
誤
，
並
略
記
焉
。
堯
は
夏
の
鯀
に
治
水
を
命
じ
た
が
、
九
年
の
あ
い
だ
成
果
を
あ
げ
ら
れ
な
か
っ
た
。
鯀
は
羽
淵
に
入
水
し
て
、
玄
魚
と
な
っ
た
。
そ
の
時
、
尾
ひ
れ
を
振
り
な
が
ら
波
の
は
ざ
ま
で
泳
い
で
い
た
。
そ
の
姿
を
見
た
者
は
黄
河
の
精
と
み
な
し
、
こ
の
羽
淵
こ
そ
黄
河
や
海
の
共
通
の
源
だ
と
考
え
た
。
上
古
の
人
は
羽
山
の
下
に
鯀
廟
を
た
て
て
、
四
季
に
応
じ
て
祭
祀
を
行
な
っ
た
。
こ
の
黒
い
魚
と
蛟
や
龍
が
ば
し
ゃ
ば
し
ゃ
と
水
し
ぶ
き
を
あ
げ
な
が
ら
お
ど
り
出
る
の
が
目
撃
さ
れ
、見
る
者
は
驚
い
た
。
舜
が
禹
に（
治
水
を
）
命
じ
る
に
あ
た
り
、
天
地
を
く
ま
な
く
め
ぐ
っ
た
け
ど
も
、
唯
一
、
羽
山
の
地
に
は
足
を
踏
み
入
れ
て
い
な
か
っ
た
。
巨
大
な
海
を
渡
る
と
黿
亀
（
ス
ッ
ポ
ン
や
カ
メ
）
が
梁
と
な
り
、
踰
峻
山
は
神
龍
が
背
負
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
す
べ
て
聖
德
に
感
応
し
た
も
の
だ
。
鯀
が
化
け
た
こ
と
に
つ
い
て
諸
説
あ
り
、
神
が
変
じ
た
と
い
う
点
で
は
一
致
し
て
い
る
が
、
色
や
形
状
が
合
わ
な
い
。
玄
魚
や
黄
熊
、
諸
説
入
り
交
じ
る
の
は
、
伝
写
の
過
程
で
誤
り
が
生
じ
た
も
の
で
あ
り
、こ
こ
に
そ
の
大
略
を
記
し
て
お
く
。
　
鯀
の
伝
説
に
つ
い
て
は
、「
水
怪
」
に
も
巻
四
六
七
「
鯀
」（
出
『
述
異
記
』）
と
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
。
巻
四
六
六
「
夏
鯀
」
が
最
後
の
ほ
う
で
、
鯀
が
水
族
に
変
身
し
た
由
来
に
つ
い
て
異
伝
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
説
明
し
て
い
る
の
に
対
し
、
巻
四
六
七
「
鯀
」
は
鯀
が
「
黄
能
（
黄
ク
マ
）」
に
な
っ
た
こ
と
だ
け
を
い
う
９
。
こ
こ
で
は
ど
ち
ら
の
伝
承
が
正
し
い
の
か
に
つ
い
て
は
本
題
か
ら
は
ず
れ
る
た
め
論
じ
な
い
が
、
こ
こ
に
挙
げ
た
巻
四
六
六
「
夏
鯀
」
の
ほ
う
が
、
羽
淵
と
河
海
の
源
に
つ
い
て
語
り
、
踰
峻
山
を
神
龍
が
背
負
っ
た
理
由
に
つ
い
て
述
べ
る
な
ど
、
具
体
的
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
巻
四
六
七
「
鯀
」
よ
り
も
巻
四
六
六
「
夏
鯀
」
の
ほ
う
が
、
広
く
も
の
を
知
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
博
物
学
的
要
素
が
強
い
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
　
　
二
の
二
、「
水
怪
」
に
収
録
さ
れ
て
い
る
動
物
変
身
譚
に
つ
い
て
　
巻
四
六
七
「
水
怪
」
に
も
動
物
変
身
譚
が
複
数
収
録
さ
れ
て
い
る
（
次
節
の
表
を
参
照
）。
次
に
挙
げ
る
の
は
、
神
の
使
い
の
水
族
を
食
べ
た
こ
と
で
、
食
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べ
た
召
使
い
だ
け
で
な
く
主
人
一
家
が
殺
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
巻
四
六
七
「
葉
朗
之
」（
出
『
広
古
今
五
行
記
』）
で
あ
る
。
唐
建
中
元
年
，
南
康
県
人
葉
朗
之
使
奴
当
帰
守
田
。
田
下
流
有
鳥
陂
，
陂
中
忽
有
物
喚
。
其
声
似
鵝
而
大
，
奴
因
入
水
探
視
，
得
一
大
物
。
身
滑
宛
転
，
内
頭
陂
下
。
奴
乃
操
刀
下
水
，
截
得
其
後
囲
六
尺
余
。
長
二
丈
許
，
牽
置
岸
上
，
剥
皮
剖
之
。
比
舍
数
十
人
咸
共
食
炙
，
肉
脆
肥
美
。
衆
味
莫
逮
。
背
上
有
白
筋
大
如
脛
，
似
鱏
魚
鼻
，
食
之
特
美
。
余
以
為
脯
。
此
物
初
死
之
夕
，
朗
之
夢
一
人
，
長
大
黒
色
，
曰
「
我
章
川
使
者
。
向
醉
孤
遊
，
誤
墮
陂
中
，
為
君
奴
所
害
。
既
廃
王
命
，
身
罹
戮
辱
。
又
析
肌
刳
臓
，
焚
充
膳
。
冤
結
之
痛
，
古
今
莫
二
。
与
君
素
無
隙
恨
，
若
能
殺
奴
，
謝
責
償
過
，罪
止
凶
身
。
不
爾
法
科
，恐
貴
門
罹
禍
。」
朗
之
驚
覚
，不
忍
殺
奴
。
奴
明
年
，為
竹
尖
刺
入
腹
而
死
。
其
年
夏
末
，朗
之
挙
家
得
病
，死
者
八
人
。
唐
の
建
中
元
年
、
南
康
県
（
現	
江
西
省
赣
州
市
）
の
人
で
あ
る
葉
朗
之
は
召
使
い
を
田
畑
の
見
張
り
に
や
っ
た
。
田
畑
の
下
流
に
鳥
陂
（
未
詳
）
と
よ
ば
れ
る
池
が
あ
り
、
池
か
ら
わ
め
く
声
が
聞
こ
え
て
き
た
。
そ
の
声
は
鵞
鳥
の
よ
う
に
大
き
く
、
召
使
い
は
水
に
入
っ
て
大
き
な
も
の
を
探
し
当
て
た
。
そ
の
身
は
な
め
ら
か
で
、
体
を
ば
た
つ
か
せ
て
、
頭
は
池
の
な
か
に
浸
か
っ
て
い
た
。
召
使
い
は
刀
を
手
に
し
て
ま
た
水
に
飛
び
、
尾
六
尺
あ
ま
り
を
斬
っ
た
。
長
さ
は
二
丈
ば
か
り
あ
り
、
岸
ま
で
引
き
ず
っ
て
い
き
、
皮
を
剥
い
で
そ
の
体
を
分
け
た
。
隣
近
所
の
者
数
十
人
と
と
も
に
焼
い
て
食
べ
た
が
、
肉
は
や
わ
ら
か
く
う
ま
か
っ
た
。
味
は
ほ
か
の
も
の
と
比
べ
物
に
な
ら
な
い
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
背
に
白
い
筋
が
通
り
、
ま
る
で
鱏じん
ぎ
ょ魚
（
ヘ
ラ
チ
ョ
ウ
ザ
メ
）
の
鼻
の
よ
う
で
、
格
別
に
う
ま
か
っ
た
。
残
り
は
干
し
肉
に
し
た
。
こ
れ
が
命
を
落
と
し
た
そ
の
日
の
晩
、
朗
之
は
夢
を
見
た
。
夢
の
な
か
で
、
長
身
で
黒
い
人
物
が
言
っ
た
、「
私
は
章
川
（
江
西
省
一
帯
を
流
れ
る
赣
江
の
一
支
流
で
あ
る
章
江
）
の
使
者
で
あ
る
。
い
く
ば
く
か
前
に
酔
っ
て
出
か
け
た
と
こ
ろ
、
誤
っ
て
池
の
な
か
に
落
ち
て
し
ま
っ
た
と
こ
ろ
を
、
貴
殿
の
召
使
い
に
殺
さ
れ
た
。
天
帝
の
命
を
実
行
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
に
辱
め
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
う
え
、
皮
膚
を
剥
が
れ
内
臓
を
え
ぐ
ら
れ
、
あ
ぶ
ら
れ
て
料
理
に
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
痛
み
は
怨
念
と
な
る
こ
と
、
今
ま
で
に
な
い
ほ
ど
で
あ
る
。
貴
殿
に
は
何
の
恨
み
も
な
い
の
で
、
も
し
も
私
を
痛
め
つ
け
た
召
使
い
を
殺
し
て
く
れ
る
の
な
ら
、
感
謝
し
て
そ
の
損
失
を
償
う
こ
と
に
し
、
罪
は
召
使
い
に
だ
け
及
ぶ
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
掟
に
よ
っ
て
貴
殿
一
家
に
も
災
い
が
及
ぶ
こ
と
に
な
る
。」
朗
之
は
驚
い
て
目
が
覚
め
た
が
、
召
使
い
を
殺
す
に
忍
び
な
く
、
そ
の
ま
ま
に
し
て
い
た
。
召
使
い
は
翌
年
、
竹
や
り
が
腹
に
刺
さ
っ
て
死
ん
だ
。
同
じ
年
の
夏
の
お
わ
り
に
、
朗
之
一
家
も
病
を
得
て
、
亡
く
な
っ
た
者
が
八
人
で
あ
っ
た
。
　
最
初
、
水
族
は
水
族
─
─
具
体
的
に
は
鱏じん
ぎ
ょ魚
─
─
と
し
て
姿
を
現
し
、
召
使
い
に
食
べ
ら
れ
て
し
ま
う
		10
。
そ
の
日
の
夜
に
、
水
族
は
主
人
の
夢
の
な
か
に
出
現
し
、
召
使
い
の
罪
を
訴
え
る
。
こ
の
時
、
水
族
は
人
間
の
姿
を
し
て
お
り
、
夢
の
な
か
と
は
い
え
、
水
族
が
人
間
と
し
て
現
れ
る
と
い
う
点
で
は
、
動
物
か
ら
人
間
へ
の
変
身
譚
だ
と
い
え
る
。
　
こ
れ
と
同
様
の
説
話
で
あ
る
巻
四
六
七
「
柳
宗
元
」（
出
『
宣
室
記
』）、
巻
四
六
七
「
王
瑤
」（
出
『
耳
目
記
』）、「
李
延
福
」（
出
『
儆
誡
録
』）
も
「
水
怪
」
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、「
王
瑤
」（
出
『
耳
目
記
』）
で
は
、
最
後
に
巻
四
六
七
「
柳
宗
元
」
の
こ
と
に
触
れ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
二
話
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は
関
連
す
る
説
話
と
し
て
受
容
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
		11
。
こ
れ
ら
の
説
話
に
つ
い
て
、
話
型
構
成
要
素
ご
と
に
分
割
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
①
あ
る
人
が
夢
の
中
で
、
知
ら
な
い
人
物
か
ら
助
け
て
ほ
し
い
と
懇
願
さ
れ
る
（
あ
る
い
は
、
す
で
に
食
べ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
水
族
が
、
自
分
を
食
べ
た
人
物
を
罰
し
て
ほ
し
い
と
懇
願
す
る
）。
②
あ
る
人
が
夢
か
ら
覚
め
る
と
、
夢
に
見
た
水
族
が
捕
ま
え
ら
れ
て
い
る
の
を
見
か
け
て
、
放
流
す
る
。
③
水
族
が
夢
に
現
れ
て
感
謝
す
る
（
あ
る
い
は
夢
を
見
た
人
物
が
水
族
を
放
つ
こ
と
が
で
き
ず
、
首
か
ら
上
が
な
い
状
態
の
人
が
夢
に
現
れ
る
、
ま
た
は
水
族
を
罰
し
な
か
っ
た
人
も
死
ぬ
こ
と
に
な
る
）。
　
各
話
そ
れ
ぞ
れ
異
同
は
あ
る
が
、い
ず
れ
も
現
実
世
界
で
は
水
族
の
姿
を
し
、
夢
の
中
で
は
人
間
の
姿
を
し
て
い
る
と
い
う
共
通
点
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
水
族
が
夢
の
中
で
人
間
に
変
身
し
て
現
れ
る
説
話
を
「
水
族
夢
変
身
型
」
と
よ
ぶ
こ
と
に
す
る
。
　
と
こ
ろ
で
、
こ
う
し
た
「
水
族
夢
変
身
型
」
説
話
は
、
ど
う
し
て
「
水
族
為
人
」
や
「
人
化
水
族
」
で
は
な
く
、「
水
怪
」
に
収
録
さ
れ
た
の
か
。
そ
の
理
由
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
ヒ
ン
ト
に
な
る
の
が
、
巻
四
六
七
の
小
分
類
に
付
さ
れ
て
い
る
〝
水
怪
〟
の
意
味
で
あ
る
。
次
は
、〝
水
怪
〟
が
何
を
さ
す
の
か
に
つ
い
て
考
え
た
い
。
　
　
二
の
三
、〝
水
怪
〟
の
意
味
　
〝
水
怪
〟
の
語
そ
の
も
の
が
意
味
す
る
も
の
を
探
る
前
に
、
ま
ず
は
『
太
平
広
記
』「
水
怪
」
に
ど
の
よ
う
な
説
話
が
収
録
さ
れ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
概
観
し
た
い
。
次
に
挙
げ
る
の
は「
水
怪
」所
収
の
説
話
に
お
け
る「
変
身
の
有
無
」
と
水
怪
と
し
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
対
象
物
に
つ
い
て
分
析
し
た
も
の
で
あ
る
。
題
名
変
身
の
有
無
〝
水
怪
〟
と
し
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
対
象
物
１
「
鯀
」（
出
『
述
異
記
』）
○
「
鯀
」（「
黄
能
」
に
変
身
す
る
）
２
「
桓
冲
」（
出
『
法
苑
珠
林
』）
水
を
飲
む
者
を
お
ど
す
「
赤
鱗
魚
」
３
「
李
湯
」（
出
『
戎
幕
閒
談
』）
水
中
に
住
む
「
猿さ
猴る
」
の
よ
う
な
も
の
４
「
斉
澣
」（
出
『
広
異
記
』）
「
蟄
龍
」、「
鯉
魚
五
六
枚
」「
霊
亀
両
頭
」
５
「
子
英
春
」（
出
『
神
鬼
伝
』）
も
の
言
う
「
赤
鯉
」
６
「
洛
水
豎
子
」（
出
『
朝
野
僉
載
』）
人
を
溺
死
さ
せ
る
「
白
練
帯（
白
い
ぬ
り
ぎ
ぬ
の
帯
）」
７
「
鬼
」（
出
『
録
異
記
』）
「
鬼
（
未
詳
）」
に
化
け
て
人
を
苦
し
め
る
「
鱨
し
ょ
う
ぎ
ょ魚（
コ
ウ
ラ
イ
ギ
ギ
）」
８
「
羅
州
赤
鼈
」（
出
『
朝
野
僉
載
』）
水
牛
を
も
水
に
引
き
こ
み
、
そ
の
血
を
す
う
「
赤
鼈すっ
ぽ
ん」
９
「
韓
珣
」（
出
『
広
古
今
五
行
記
』）
土
の
中
に
い
た
「
魚
数
千
頭
」
10
「
封
令
禛
」（
出
『
広
古
今
五
行
記
』）
木
の
中
に
い
た
「
一
鯽きん
ぎ
ょ魚
」
11
「
凝
真
観
」（
出
『
広
古
今
五
行
記
』）
柱
の
中
に
い
た
「
蝦が
蟇ま
」
12
「
蜀
江
民
」（
出
『
録
異
記
』）
火
で
炙
ら
れ
て
も
死
な
な
い
「
巨
鼈
（
巨
大
す
っ
ぽ
ん
）」
13
「
張
胡
子
」（
出
『
霊
怪
集
』）
腹
に
字
が
書
か
れ
た
「
巨
魚
」
14
「
柏
君
」（
出
『
録
異
記
』）
字
が
書
か
れ
た
「
魚
」
15
「
葉
朗
之
」（
出
『
広
古
今
五
行
記
』）
○
「
魚
」（
正
体
は
「
章
川
使
者
」）
16
「
柳
宗
元
」（
出
『
宣
室
志
』）
○
「
婦
人
」（
正
体
は
「
黄
鱗
魚
」）
17
「
王
瑤
」（
出
『
耳
目
記
』）
○
「
魚
」（
正
体
は「
馮
夷
之
宗（
水
の
神
の
一
族
）」）
18
「
柳
沂
」（
出
『
宣
室
志
』）
人
を
噛
む
「
巨
魚
」
19
「
崔
梲
」（
出
『
玉
堂
閑
話
』）
○
「
十
九
人
皆
衣
青
緑
」（
正
体
は
十
九
の
「
鼈
す
っ
ぽ
ん」
20
「
染
人
」（
出
『
稽
神
録
』）
○
「
白
衣
少
年
」（
正
体
は
「
白
鼈
（
白
い
す
っ
ぽ
ん
）」）
21
「
海
上
人
」（
出
『
稽
神
録
』）
水
中
を
漂
う
、
顔
の
つ
い
た
人
間
の
腕
22
「
法
聚
寺
僧
」（
出
『
蜀
記
』）
○
帽
子
を
か
ぶ
っ
た
「
数
万
人
」（
正
体
は
「
蠡たに
し子
」）
23
「
李
延
福
」（
出
『
儆
誡
録
』）
○
「
烏
帽
三
十
人
」（
正
体
は
「
亀
三
十
頭
」）
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【
注
】（
１
）
説
話
中
に
変
身
が
確
認
さ
れ
る
も
の
に
○
を
入
れ
た
。（
２
）「〝
水
怪
〟
と
し
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
も
の
」
の
項
目
で
括
弧
書
き
に
し
た
の
は
原
文
か
ら
抜
き
出
し
た
も
の
で
あ
る
。（
３
）
張
国
風
『
太
平
広
記
会
校
』
に
は
、
談
本
と
沈
本
の
異
同
の
箇
所
も
載
っ
て
い
る
が
、こ
こ
で
は
談
本
を
基
調
と
し
た
汪
紹
楹『
太
平
広
記
』に
拠
っ
た
。（
４
）
通
し
番
号
７
の
「
鬼
」
に
つ
い
て
は
、
本
文
に
「
能
く
鬼
と
為
り
幻
惑
祆
怪
し
、
亦
た
能
く
人
を
魅
す
。」
と
あ
る
が
、
人
間
の
形
を
し
て
い
る
か
が
不
明
な
た
め
、
こ
こ
で
は
怪
物
の
一
種
と
判
断
し
、
水
族
の
変
身
譚
と
し
て
は
扱
わ
な
か
っ
た
。（
５
）
日
本
語
で
見
慣
れ
な
い
動
物
の
漢
字
名
に
つ
い
て
は
、
前
掲
加
納
書
を
参
照
し
た
が
、
同
書
に
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
郭
郛
・
李
約
瑟
（
ジ
ョ
セ
フ
・
ニ
ー
ダ
ム
）・
成
慶
泰
『
中
国
古
代
動
物
学
史
』（
科
学
出
版
社
、
一
九
九
九
年
）
も
参
照
し
た
。
　
表
を
一
覧
す
る
と
わ
か
る
よ
う
に
、「
水
怪
」
に
は
変
身
の
要
素
の
な
い
説
話
の
ほ
う
が
多
い
。
こ
れ
ら
変
身
の
要
素
の
な
い「
水
怪
」説
話
に
お
け
る〝
水
怪
〟
と
し
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
対
象
は
、
通
常
と
は
異
な
る
水
族
（
通
し
番
号
2
、
3
、
4
、
5
、
12
、
13
、
14
）、
い
る
は
ず
の
な
い
場
所
に
い
る
水
族
（
通
し
番
号
9
～
11
）、
人
に
害
を
及
ぼ
す
水
族
（
通
し
番
号
7
、
8
、
18
）、
水
族
で
は
な
い
け
ど
も
水
辺
に
関
係
す
る
正
体
不
明
の
物
体
（
通
し
番
号
6
、
21
）
な
ど
、
い
ず
れ
も
そ
れ
が
結
局
、
何
で
あ
る
の
か
が
よ
く
わ
か
ら
ず
に
話
が
終
わ
る
。
一
方
、
変
身
が
確
認
さ
れ
た
八
話
は
、
い
ず
れ
も
変
身
前
と
変
身
後
の
正
体
が
明
ら
か
で
あ
り
、「
鯀
」（
通
し
番
号
1
）
が
禹
の
治
水
伝
説
に
ち
な
む
も
の
で
あ
る
ほ
か
は
、「
水
族
夢
変
身
型
」
説
話
で
あ
る
。
　
こ
の
こ
と
か
ら
、『
太
平
広
記
』
で
い
う
〝
水
怪
〟
と
は
、
水
族
で
な
く
と
も
か
ま
わ
な
い
が
、
水
辺
に
関
連
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
い
け
な
い
う
え
、
必
ず
し
も
人
間
に
祟
り
を
な
す
妖
怪
や
化
物
の
類
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
も
し
『
太
平
広
記
』
編
纂
者
た
ち
が
、〝
水
怪
〟
を
た
ん
に
妖
怪
や
化
物
の
類
と
し
て
し
か
考
え
て
い
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
魚
が
仏
典
を
唱
え
る
巻
四
七
〇
「
劉
成
」
や
亀
が
も
の
を
言
う
巻
四
六
八
「
永
康
人
」
も
「
水
怪
」
に
収
録
さ
れ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
は
ず
な
の
に
、こ
れ
ら
の
説
話
は
「
水
族
為
人
」
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
　
こ
こ
で
、
一
度
『
太
平
広
記
』「
水
怪
」
か
ら
離
れ
、
水
怪
と
い
う
語
が
『
太
平
広
記
』
編
纂
時
ま
で
に
、
ど
の
よ
う
な
意
味
で
使
わ
れ
て
き
た
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
考
察
し
、
中
国
古
典
文
学
に
お
い
て
〝
水
怪
〟
の
語
が
ど
の
よ
う
な
意
味
で
用
い
ら
れ
て
き
た
の
か
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
管
見
の
か
ぎ
り
、〝
水
怪
〟
の
語
の
初
出
は
『
西
京
雑
記
』
巻
四
に
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
が
で
き
る
		12
（
波
線
は
引
用
者
に
よ
る
。
以
下
同
じ
。）。
哀
帝
爲
董
賢
起
大
第
於
北
闕
下
。（
中
略
）柱
壁
，皆
画
雲
氣
，
蘤
，山
霊
，
水
怪
，
或
衣
以
綈
錦
，
或
飾
以
金
玉
（
後
略
）
哀
帝
は
董
賢
の
た
め
に
北
闕
付
近
に
邸
宅
を
建
て
て
や
っ
た
。（
中
略
）
柱
や
壁
は
す
べ
て
雲
気
、
華
蘤
、
山
霊
、
水
怪
が
描
か
れ
、
ま
た
衣
は
絹
や
錦
を
着
て
、
ま
た
金
や
玉
で
飾
り
（
後
略
）
　
董
賢
は
断
袖
の
故
事
で
知
ら
れ
る
人
物
で
、
哀
帝
か
ら
寵
愛
さ
れ
た
人
物
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
董
賢
が
哀
帝
か
ら
賜
っ
た
邸
宅
を
描
写
す
る
箇
所
で
、〝
水
怪
〟と
い
う
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
一
文
お
よ
び
こ
れ
以
降
の
文
に
も
、
〝
水
怪
〟
が
ど
の
よ
う
な
形
を
し
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
の
で
、
推
測
す
る
し
か
な
い
が
、〝
山
霊
〟
と
い
う
語
と
並
列
す
る
こ
と
か
ら
水
辺
に
住
む
超
自
然
的
存
在
を
さ
す
と
考
え
ら
れ
る
		13
。
こ
の
こ
と
は
、
時
代
が
下
っ
た
南
朝
斉
・
梁
の
劉
勰
『
文
心
雕
龍
』
を
み
て
も
同
様
の
こ
と
が
い
え
る
。『
文
心
雕
龍
』
誇
飾
に
あ
る
揚
雄
の
『
羽
― 47 ―
猟
の
賦
』
と
張
衡
『
羽
猟
賦
』
に
つ
い
て
論
じ
た
一
文
を
挙
げ
る
（
こ
の
日
本
語
訳
は
、
一
海
知
義
・
興
膳
宏
訳
『
世
界
古
典
文
学
全
集	
第
二
五
巻	
陶
淵
明	
文
心
雕
龍
』（
筑
摩
書
房
、
一
九
六
八
年
）
三
九
〇
頁
か
ら
引
用
し
た
。）
		14
。
又
子
雲
校
猟
鞭
宓
妃
以
饟
屈
原
，
張
衡
羽
猟
困
玄
冥
於
朔
野
，
欒
彼
洛
神
既
非
魑
魅
，
惟
此
水
怪
，
亦
非
魑
魅
，
而
虚
用
濫
形
，
不
其
疎
乎
。
ま
た
揚
雄
の
『
羽
猟
の
賦
』
で
は
、
宓ふく
妃ひ
を
強
要
し
て
屈
原
を
も
て
な
さ
せ
た
り
、
張
衡
の
『
羽
猟
賦
』
で
は
、
水
神
を
北
方
の
荒
野
に
幽
閉
し
た
り
す
る
が
、
あ
の
あ
で
や
か
な
洛
水
の
女
神
宓
妃
は
、
魑ちみ
も
う
り
ょ
う
魅
魍
魎
の
類
で
な
く
、
一
方
の
水
神
も
、
妖よう
か
い
へ
ん
げ
怪
変
化
と
は
類
を
異
に
す
る
以
上
、
心
や
す
だ
て
に
乱
用
す
る
の
は
、
全
く
無
神
経
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
　
以
上
の
二
例
か
ら
、〝
水
怪
〟
が
水
の
神
の
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
と
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
次
に
挙
げ
る
『
太
平
広
記
』
成
書
か
ら
五
十
年
ほ
ど
の
ち
の
欧
陽
脩
『
新
五
代
史
』
巻
四
一
「
雷
満
伝
」
に
も
〝
水
怪
〟
が
登
場
す
る
		15
。
雷
満
，
武
陵
人
也
。
満
嘗
鑿
深
池
於
府
中
。
客
有
過
者
，
召
宴
池
上
，
指
其
水
曰
「
蛟
龍
水
怪
皆
窟
於
此
，蓋
水
府
也
。」
酒
酣
，取
坐
上
器
擲
池
中
。
因
裸
而
入
，
取
器
嬉
水
上
，
久
之
乃
出
，
治
衣
復
坐
，
意
気
自
若
。
雷
満
は
武
陵
の
人
で
あ
る
。
満
は
か
つ
て
府
中
で
池
を
掘
削
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
訪
問
客
が
い
る
と
、池
で
宴
席
を
ひ
ら
き
、水
を
指
さ
し
て
言
っ
た
、「
蛟
龍
や
水
怪
は
み
な
こ
こ
に
潜
ん
で
い
る
、
お
そ
ら
く
水
府
（
伝
説
上
の
水
神
ま
た
は
龍
王
の
す
む
所
）
な
の
だ
ろ
う
。」（
雷
満
は
）
酒
た
け
な
わ
に
な
る
と
、敷
も
の
の
上
に
あ
っ
た
器
を
池
の
中
に
放
り
投
げ
て
、
裸
で
池
に
は
い
っ
て
、
器
を
と
っ
て
水
で
遊
び
、
し
ば
ら
く
し
て
か
ら
自
ら
出
て
、
衣
服
を
た
だ
し
て
ま
た
座
っ
た
。
　
こ
の
記
事
に
お
い
て
は
、〝
水
怪
〟
が
〝
蛟
龍
〟
と
と
も
に
用
い
ら
れ
て
い
て
、
そ
れ
ら
は
「
水
府
」
に
生
息
し
て
い
る
と
あ
る
		16
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
い
う
〝
水
怪
〟
も
水
生
の
超
自
然
的
存
在
を
さ
す
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
、『
文
心
雕
龍
』
誇
飾
で
い
う
水
神
と
し
て
の
〝
水
怪
〟
を
さ
す
と
い
う
よ
り
は
、『
西
京
雑
記
』
巻
四
に
お
け
る
貴
人
の
邸
宅
の
柱
を
描
写
し
た
〝
山
霊
〟
に
対
す
る
〝
水
怪
〟
の
ほ
う
に
近
い
の
で
あ
ろ
う
。
　
こ
う
し
た
用
例
か
ら
、〝
水
怪
〟
の
語
は
、
魚
や
亀
な
ど
の
実
在
す
る
水
生
動
物
を
さ
す
と
い
う
よ
り
も
、
龍
や
蛟
ほ
か
、
霊
的
能
力
を
も
っ
た
水
生
の
異
類
の
ほ
か
、『
文
心
雕
龍
』
誇
飾
に
登
場
し
た
玄
冥
や
洛
神
な
ど
の
水
神
を
も
さ
す
と
考
え
ら
れ
る
。
　
『
太
平
広
記
』「
水
怪
」
所
収
の
説
話
に
話
を
も
ど
す
。「
水
怪
」
所
収
の
「
水
族
夢
変
身
型
」
説
話
七
例
の
う
ち
、
巻
四
六
七
「
葉
朗
之
」
は
「
章
川
使
者
」
を
名
乗
り
、
巻
四
六
七
「
王
瑤
」
も
「
馮
夷
之
宗
」
と
名
乗
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
水
神
に
遣
わ
さ
れ
た
存
在
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、「
水
族
夢
変
身
型
」
説
話
で
は
な
い
が
、
巻
四
六
七
「
鯀
」
も
祀
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
神
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
、「
水
怪
」所
収
の
変
身
譚
に
つ
い
て
は
、
水
神
や
そ
の
使
い
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
単
な
る
水
族
の
変
身
譚
と
は
区
別
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、「
水
族
夢
変
身
型
」
説
話
の
そ
の
ほ
か
の
説
話
も
、
あ
る
人
の
夢
に
人
間
と
し
て
姿
を
現
す
と
い
う
構
造
か
ら
、
巻
四
六
七
「
葉
朗
之
」
ら
と
同
様
の
類
似
す
る
パ
タ
ー
ン
の
説
話
と
し
て
「
水
怪
」
に
収
録
さ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
一
方
、
同
じ
く
「
水
怪
」
に
収
録
さ
れ
た
説
話
で
― 48 ―
あ
っ
て
も
変
身
譚
で
な
い
説
話
に
お
い
て
は
、〝
水
怪
〟
は
、
変
身
譚
で
い
う
水
神
の
意
味
で
は
な
く
、水
辺
に
関
連
す
る
正
体
不
明
の
物
体
を
さ
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、〝
水
怪
〟
の
語
は
、
上
は
水
神
か
ら
下
は
水
辺
に
生
息
す
る
正
体
不
明
の
物
体
ま
で
、
人
知
で
は
計
り
知
れ
な
い
水
辺
の
超
自
然
的
物
体
を
幅
広
く
さ
す
と
考
え
ら
れ
る
。〝
水
怪
〟
の
語
自
体
は
特
定
の
モ
ノ
や
神
を
さ
す
わ
け
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
　
　
お
わ
り
に
　
『
太
平
広
記
』「
水
族
」
所
収
の
動
物
変
身
譚
は
「
水
族
為
人
」
と
「
人
化
水
族
」
を
中
心
に
収
録
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
そ
れ
以
外
の
「
水
族
（
小
分
類
な
し
）」
と
「
水
怪
」
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
見
た
。
　
「
水
族
（
小
分
類
な
し
）」
に
収
録
さ
れ
る
説
話
は
、
水
族
の
特
徴
や
生
息
地
な
ど
を
述
べ
る
博
物
学
的
記
録
が
中
心
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
、「
水
族
為
人
」
や
「
人
化
水
族
」
同
様
、変
身
と
い
う
事
象
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
な
が
ら
も
、
人
間
が
水
族
に
変
身
し
た
こ
と
や
人
間
が
水
族
に
変
身
し
た
こ
と
自
体
は
論
点
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
そ
の
事
物
に
つ
い
て
見
識
を
挙
げ
、
広
め
る
こ
と
が
目
的
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、「
水
族
（
小
分
類
な
し
）」
所
収
の
変
身
譚
に
は
物
語
性
が
必
要
と
さ
れ
な
か
っ
た
。
　
「
水
怪
」
所
収
の
変
身
譚
に
つ
い
て
は
、〝
水
怪
〟
の
意
味
す
る
も
の
に
つ
い
て
考
え
る
た
め
に
、
小
分
類
の
項
目
名
と
な
っ
て
い
る
〝
水
怪
〟
の
用
法
に
つ
い
て
も
述
べ
た
。〝
水
怪
〟の
語
は
、水
神
ほ
か
、水
辺
の
正
体
不
明
の
物
体
な
ど
、
幅
広
い
も
の
を
さ
し
、「
水
怪
」
に
は
そ
れ
ら
に
関
す
る
説
話
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。「
水
怪
」
説
話
の
う
ち
、
変
身
譚
的
要
素
の
な
い
説
話
は
、〝
水
怪
〟
の
正
体
が
不
明
の
ま
ま
話
が
終
わ
る
が
、
変
身
譚
的
要
素
を
含
む
説
話
で
は
、〝
水
怪
〟
の
正
体
が
明
ら
か
に
な
っ
て
話
が
終
わ
る
。
こ
れ
ら
「
水
怪
」
所
収
の
変
身
譚
は
、
変
身
譚
と
い
う
話
型
構
造
を
保
持
す
る
も
の
の
、〝
水
怪
〟
の
正
体
が
何
で
あ
る
か
を
述
べ
る
こ
と
の
ほ
う
に
重
き
が
置
か
れ
、
水
族
の
変
身
行
為
自
体
は
説
話
の
眼
目
で
は
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
　
「
水
族
為
人
」
お
よ
び
「
人
化
水
族
」
所
収
の
変
身
譚
に
つ
い
て
は
、
博
物
誌
的
要
素
よ
り
は
、「
小
説
」
と
し
て
の
お
も
し
ろ
み
な
ど
の
要
素
の
ほ
う
が
強
い
。
つ
ま
り
、
創
作
性
・
虚
構
性
を
持
つ
「
小
説
」、
後
世
の
文
学
史
的
視
点
か
ら
見
て
「
唐
代
伝
奇
小
説
」
と
言
わ
れ
る
作
品
群
が
こ
こ
に
も
誕
生
し
て
い
る
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。
　
な
お
、『
太
平
広
記
』「
雑
伝
記
」
に
つ
い
て
、
成
瀬
哲
生
「『
太
平
広
記
』
古
小
説
の
文
化
構
造
」（
月
刊
『
し
に
か
』
三
月
号
、
大
修
館
書
店
、
一
九
九
八
年
所
収
）
四
一
頁
は
次
の
よ
う
に
指
摘
す
る
。
（
前
略
）「
雑
伝
記
」
の
「
雑
」
は
、『
太
平
広
記
』
の
編
集
者
た
ち
が
分
類
し
難
い
だ
け
で
は
な
く
、
新
し
さ
を
認
識
し
て
い
た
故
の
命
名
か
と
思
わ
れ
る
。
　
と
す
れ
ば
、『
太
平
広
記
』
に
は
、「
小
説
史
」
と
い
い
う
概
念
が
萌
芽
し
て
お
り
、
時
間
の
所
産
で
あ
る
唐
代
小
説
の
新
し
い
史
的
展
開
は
、
空
間
的
な
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
の
分
類
に
収
ま
り
切
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
中
国
に
於
け
る
「
小
説
史
」
の
自
覚
は
、『
太
平
広
記
』
に
始
ま
る
と
い
え
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
　
こ
こ
で
は
、「
雑
伝
記
」（『
太
平
広
記
』
巻
四
八
四
か
ら
巻
四
九
二
に
か
け
て
）
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
が
、「
水
族
」
に
つ
い
て
も
同
じ
こ
と
が
い
え
よ
う
。
　
「
水
族
」
の
分
類
に
つ
い
て
は
、
表
面
的
に
は
ち
ぐ
は
ぐ
な
印
象
を
受
け
ざ
る
を
得
な
い
が
、「
水
族
為
人
」
お
よ
び
「
人
化
水
族
」
と
い
う
項
目
を
創
設
― 49 ―
し
た
と
こ
ろ
に
『
太
平
広
記
』
を
編
纂
し
た
人
々
の
あ
る
意
図
が
う
か
が
え
る
。
つ
ま
り
、
変
身
自
体
の
物
語
性
や
お
も
し
ろ
み
が
強
い
説
話
に
つ
い
て
は
、「
水
族
」
の
下
に
新
た
に
「
水
族
為
人
」
お
よ
び
「
人
化
水
族
」
を
作
り
、
そ
ち
ら
に
収
録
し
た
の
で
は
な
い
か
、
と
推
測
で
き
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
ま
さ
し
く
、
成
瀬
論
考
で
い
う
「
時
代
の
所
産
で
あ
る
唐
代
小
説
の
新
し
い
史
的
展
開
」
に
相
当
す
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
推
測
を
傍
証
す
る
も
の
と
し
て
、「
人
化
水
族
」
の
「
薛
偉
」
が
あ
る
。
こ
れ
は
前
述
の
通
り
、
明
代
白
話
小
説
、
さ
ら
に
秋
成
の
読
本
に
ま
で
翻
案
さ
れ
た
作
品
で
あ
り
、
太
宰
治
の
「
魚
服
記
」
の
「
魚
服
」
と
い
う
言
葉
は
、「
薛
偉
」
が
な
け
れ
ば
生
ま
れ
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
作
品
は
、
後
世
の
作
家
た
ち
の
文
学
的
想
像
力
を
大
い
に
刺
激
す
る
作
品
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
　
　
　
注
１　
『
太
平
広
記
』
の
分
類
項
目
に
つ
い
て
は
、
中
国
で
は
「
○
○
類
」
の
よ
う
に
表
記
し
（
張
国
風
『「
太
平
広
記
」
版
本
考
述
』（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
四
年
）
ほ
か
）、
日
本
で
は
「
○
○
部
」
の
よ
う
に
表
記
す
る
先
行
研
究
も
あ
る
が
（
三
田
明
弘
「『
太
平
広
記
』
狐
部
説
話
の
構
成
」（『
東
洋
研
究
』
第
一
九
九
号
、
大
東
文
化
大
学
東
洋
研
究
所
、
二
〇
一
六
年
）
な
ど
）、
こ
こ
で
は
し
た
が
わ
ず
、
単
に
「
○
○
」
と
表
記
す
る
。
２　
以
下
、『
太
平
広
記
』
原
文
は
お
も
に
汪
紹
楹
校
勘
『
太
平
広
記
』（
中
華
書
局
、
一
九
六
一
年
）
に
拠
っ
た
。
た
だ
、
類
話
の
存
在
と
そ
の
あ
り
か
を
調
べ
る
の
は
、
張
国
風
会
校
『
太
平
広
記
会
校
』（
北
京
燕
山
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
）
の
ほ
う
が
使
い
や
す
い
た
め
、
類
話
を
調
べ
る
に
あ
た
っ
て
は
後
者
を
利
用
し
た
。
た
だ
、
前
者
と
後
者
に
は
文
字
の
異
同
が
い
く
つ
か
あ
る
も
の
の
、
ど
ち
ら
が
正
し
い
か
を
決
定
づ
け
る
要
素
が
見
あ
た
ら
な
い
の
で
、
こ
こ
で
は
、
長
年
用
い
ら
れ
て
き
た
汪
紹
楹
版
『
太
平
広
記
』
に
拠
っ
た
。
３　
加
納
喜
光
『
動
物
の
漢
字
語
源
辞
典
』（
東
京
堂
出
版
、二
〇
〇
七
年
）
三
四
一
頁
「
鼉
」
の
項
は
、
鼉
を
扁
平
な
ワ
ニ
（
ヨ
ウ
ス
コ
ウ
ワ
ニ
）
と
す
る
。
な
お
、
以
下
、
日
本
語
で
な
じ
み
の
な
い
動
物
名
を
日
本
語
に
訳
す
際
は
、
ル
ビ
を
振
っ
て
対
応
す
る
こ
と
に
し
、
同
書
に
掲
載
の
な
い
動
物
に
つ
い
て
は
、
適
宜
、
注
を
入
れ
る
。
４　
黿
に
つ
い
て
は
、
前
掲
加
納
書
三
三
九
頁
「
黿
」
の
項
参
照
。
５　
巻
四
七
一
「
人
化
水
族
」
の
最
後
に
収
め
ら
れ
る
「
薛
偉
」（
出
『
續
玄
怪
録
』）
は
長
篇
で
あ
る
。
蜀
州
青
城
県
主
簿
の
薛
偉
が
、
病
気
に
な
っ
て
意
識
が
遠
の
い
て
魚
に
変
身
し
た
の
ち
、
紆
余
曲
折
を
経
て
人
間
に
も
ど
る
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
で
あ
る
。
こ
の
話
を
も
と
に
、
明
代
、
馮
夢
龍
に
よ
っ
て
白
話
小
説
「
薛
録
事
魚
服
証
仙
」（『
醒
世
恒
言
』
巻
二
十
六
）
が
書
か
れ
、
さ
ら
に
こ
の
馮
夢
龍
の
翻
案
小
説
が
江
戸
期
の
日
本
で
上
田
秋
成
の
「
夢
応
の
鯉
魚
」
へ
と
翻
案
さ
れ
る
。「
水
族
」
の
変
身
譚
と
し
て
は
白
眉
と
い
え
る
説
話
で
あ
り
、「
人
化
水
族
」
に
は
全
部
で
六
話
し
か
収
録
さ
れ
な
い
こ
と
か
ら
考
え
て
、『
太
平
広
記
』
の
編
者
は
、
こ
の
「
薛
偉
」
を
同
書
に
収
録
す
る
た
め
に
こ
そ
「
人
化
水
族
」
と
い
う
項
目
を
創
設
し
た
の
で
は
な
い
か
と
す
ら
感
じ
ら
れ
る
。
６　
富
永
一
登
『
中
国
古
小
説
の
展
開
』（
研
文
出
版
、
二
〇
一
三
年
）
第
五
章
「
唐
代
伝
奇
論
考
」
四
四
一
頁
は
、巻
四
七
一
「
江
州
人
」
に
つ
い
て
、上
述
の
巻
四
七
一
「
黄
氏
母
」と
類
似
す
る
と
し
、加
納
喜
光『
漢
字
の
博
物
誌
』（
大
衆
館
書
店
、一
九
九
二
年
）
（
未
確
認
）
の
指
摘
を
挙
げ
た
上
で
、
神
仙
家
に
よ
る
鯉
の
神
秘
化
と
関
係
す
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
。
た
し
か
に
、「
人
化
水
族
」
所
収
の
変
身
譚
に
つ
い
て
は
巻
四
七
一
「
薛
偉
」
を
除
外
す
れ
ば
、
長
寿
の
人
物
が
水
族
に
変
身
す
る
と
い
う
共
通
点
が
あ
り
、『
太
平
広
記
』
編
纂
者
が
こ
れ
ら
を
類
話
と
判
断
し
、「
人
化
水
族
」
に
収
録
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
７　
「
水
族
（
小
分
類
な
し
）」
に
お
け
る
、
水
族
か
ら
人
間
へ
の
変
身
は
巻
四
六
四
「
横
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公
魚
」（
出
『
神
異
録
』）
の
一
例
、人
間
か
ら
水
族
へ
の
変
身
は
巻
四
六
四
「
魚
」（
出
『
酉
陽
雑
俎
』）、巻
四
六
五
「
奔
」（
出
『
酉
陽
雑
俎
』）、巻
四
六
六
「
夏
鯀
」（
出
『
王
子
年
拾
遺
記
』）
の
三
例
が
あ
る
。
８　
「
北
方
荒
」
が
具
体
的
に
何
を
指
す
の
か
が
明
ら
か
で
な
い
た
め
、
原
文
の
ま
ま
と
し
た
。『
山
海
経
』
に
「
大
荒
北
経
」
が
あ
り
、そ
れ
と
関
係
す
る
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
未
詳
。
９　
前
掲
加
納
書
三
六
〇
〜
三
六
一
頁
「
熊
」
の
項
は
、「
能
」
と
は
ク
マ
を
描
い
た
図
形
だ
と
す
る
。
10　
鱏
魚
に
つ
い
て
は
前
掲
加
納
書
二
三
六
頁
「
鱏
」
の
項
参
照
。
11　
巻
四
六
七
「
王
瑤
」
の
最
後
に
、〝
是
夜
，瑤
又
夢
前
人
泣
以
相
感
云
「
免
其
五
鼎
之
烹
，
獲
返
三
江
之
浪
。
有
以
知
長
官
之
仁
，
比
宗
元
之
恵
遠
矣
。」（
後
略
）〟（
そ
の
夜
、
瑤
の
夢
に
、
前
に
夢
で
見
た
の
と
同
じ
人
物
が
現
れ
、
そ
の
人
は
泣
き
な
が
ら
感
動
し
て
言
っ
た
、「
お
か
げ
で
煮
ら
れ
ず
に
済
み
、
川
に
も
ど
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
長
官
さ
ま
の
仁
義
あ
っ
て
こ
そ
で
す
。
柳
宗
元
の
情
け
と
は
雲
泥
の
差
で
す
。」（
後
略
）
と
あ
る
。
12　
こ
こ
に
挙
げ
た
原
文
は
『
西
京
雑
記
』
四
部
叢
刊
本
に
拠
る
。
13　
〝
山
神
〟
に
つ
い
て
は
『
文
選
』（
四
部
叢
刊
本
）
巻
一
・
班
固
「
東
都
賦
」
に
〝
山
霊
野
を
護
り
，
属
御
に
方
神
あ
り
〟
と
あ
り
、
李
善
の
注
に
〝
山
霊
，
山
神
な
り
〟
と
あ
る
。
14　
こ
こ
に
挙
げ
た
原
文
は
四
部
叢
刊
本
『
文
心
雕
龍
』（
上
海
涵
芬
樓
藏
明
刊
本
の
影
印
）
に
拠
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
四
庫
全
書
本
『
文
心
雕
龍
』
は
「
水
怪
」
を
「
水
師
」
に
つ
く
り
、
周
振
甫
『
文
心
雕
龍
今
訳
』
第
一
版
（
中
華
書
局
、
一
九
八
六
年
）
三
三
〇
頁
も
「
水
師
」
と
す
る
。
15　
『
太
平
広
記
』の
成
書
年
代
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
る
が
、こ
こ
で
は
李
昉
ら
に
よ
る「
太
平
広
記
表
」
に
〝
六
年
正
月
聖
旨
を
奉
じ
て
印
板
を
雕
す
。〟
と
あ
る
の
に
従
い
、
太
平
興
国
六
（
九
八
一
）
年
と
す
る
。
ま
た
、
こ
こ
に
挙
げ
た
『
新
五
代
史
』
は
『
新
五
代
史
』（
中
華
書
局
、一
九
七
四
年
）に
拠
る
。
同
書
巻
頭
の「
出
版
説
明
」に
よ
る
と
、『
新
五
代
史
』
に
つ
い
て
は
具
体
的
な
成
書
年
代
に
つ
い
て
不
明
で
あ
る
が
、
欧
陽
脩
は
景
祐
三
（
一
〇
三
六
）
年
以
前
に
着
手
し
、
皇
祐
五
（
一
〇
五
三
）
年
に
は
お
お
よ
そ
の
原
稿
が
で
き
あ
が
っ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
16　
〝
蛟
龍
〟
は
、
み
ず
ち
と
龍
と
す
る
説
（『
中
庸
』
な
ど
）
と
、
水
中
に
す
む
龍
の
一
種
と
す
る
説
（『
荘
子
』
秋
水
篇
な
ど
）
と
が
あ
る
。
な
お
、み
ず
ち
に
つ
い
て
は
「
蛟
」
「
虯
」
な
ど
の
漢
字
を
あ
て
る
が
、
前
掲
加
納
書
四
〇
、六
五
頁
は
、「
蛟
」「
虯
」
の
ど
ち
ら
も
伝
説
上
の
動
物
で
龍
の
一
種
と
す
る
。
（
こ
や
ま
・
ひ
と
み　
関
西
大
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
）
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